
ディスクペレッターを用いた鶏ふんペレット堆肥の製造法

［要約］ディスクペレッターを用いて鶏ふん堆肥をペレット状に成型する一連のシス

テムを確立した。良質なペレット生産のためには成型時水分を24～28％に、製品ペレ

ットの水分を15％以下に管理することが重要である。
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［背景・ねらい］

慣行堆肥の欠点であった輸送性や保管性及び機械散布適性などのハンドリングを改善し、

堆肥の広域流通を促進するため、成型機を用いたペレット化技術を開発する。

［成果の内容・特徴］

１．鶏ふん堆肥を図１に示す成型システムを用いて直径5㎜のペレットに成型する一連のシ

ステムを確立した。本システムの時間処理量は661kghr であり、製品化率は80％以上が- 1

期待できる。なお、乾燥後の製品ペレット重量は436kghr である。- 1

２．良質でかつ効率的なペレット生産のためには、原料堆肥及び成型後の水分管理が重要

である。成型段階においては、原料堆肥の水分を24～28％に調整し、ダイス部への堆肥

の供給量を600kg/hr以上で運転することで製品化率が高く、十分な強度を有するペレッ

トが作成できる（図２）。また、成型後のペレットは糸状菌の発生による外観品質の劣

化を防止するため、水分を15％以下まで乾燥する必要がある（Ｈ8成果情報）。この乾

燥工程において窒素の4～11％がアンモニアガスとして揮散するが、乾燥後のペレットの

窒素成分の変化は防止できる（表１）。

３．縦型密閉式発酵装置で処理された鶏ふん堆肥は、窒素成分量及び無機化率が高く、製

品の水分が最適成型条件に近い堆肥が安定して製造できるため、成型に供する原料堆肥

の処理方式として適している（表２）。

［成果の活用面・留意］

１．本システムを用いて発酵鶏糞を1.5t処理し、日量1t(50袋/20kg)の製品ペレットを生産

する場合の一袋当たりの成型コストは302円である。

２．最適成型条件は原料堆肥中に副資材が混入する場合には再検討が必要である。




